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論文内容の要旨

脳の可塑性の中には神経結合の変更を伴うようなものが知られているが，このような神経団路の変更を伴う変更は幼

弱期の動物で著しいとされており，成熟した動物では見られない異常な投射が現られるようになることが，脳の様々な

部位で知られている。しかし幼弱動物におけるこのような異常な神経団路の出現の細胞学的基盤に関してはこれまで

のところ不明であるが，これまで大きく分けて 2つの可能性が提唱されている。

1 つは新たに軸索の伸展が生じ，そのために神経団路の変更が生じる。また元々神経団路形成は冗長性を持っていて

余計な投射が初期には形成され，後に消去されることが知られている。そこで2つめに考えられる可能性は消去の過程

が阻害され，結果として軸索の伸展が生じたように見える。

これらの可能性を検証するためには，操作の前後で動物を比較し，軸索の詳細な形態変化を明らかにすることが iつ

の方向であると考えられる。本研究では，脳損傷後に見られるようになる交差性大脳-赤核投射に関して，軸索の詳細

な形態の観察をおこない，以下のことが明らかになった。

1) 幼弱期には交差性投射が存在するが，非常に僅かであるため過剰投射の消去の問害で脳損傷後の交差性投射の量を

説明するのは困難であった。

2) 1) の結果は，脳損傷後に交差性投射が見られるようになるのは，消去の阻害でも全く新たな軸索発芽でも説明でき

ないことを示唆している。むしろ脳損傷後にそれまでに存在する線維がもとになり，神経線維の伸展が生じることに

よる可能性を示唆する。そこでまず正常な発達過程で投射の形成にともなう軸索の形態変化を明らかにすることを

試み，赤核内での生後発達に伴う大脳赤核線維の形態変化を追跡した。その結果，投射の形成にともないトポグラフ

ィーの形成や，軸索の枝分かれの増加といった形態変化が生じていることが明らかとなった。

3) そこで脳損傷の後の交差性投射の出現には，何らかの形態変化がともなうのか。そうだとしてそれらは正常な投射

の形成の場合との聞に共通性が認められるのか検討した。その結果，脳損傷後に軸索の伸展が生じること，形成され

た投射の性質は正常なものとよく類似していることが判明した。

以上の結果は幼弱な動物に於て脳損傷の後にそれまで存在した交差性線維に軸索の発芽が著しく生じていること，ま
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たその形成の細胞学的な機構は正常な発達過程でで発現しているものとかなり類似していることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

脳の可塑性の中には神経結合の変更を伴うようなものが知られているが，このような神経団路の変更を伴う変更は幼

弱期の動物で著しいとされており，成熟した動物では見られない異常な投射が見られるようになることが脳の様々な部

位で知られている。しかし幼弱動物におけるこのような異常な神経団路の出現の細胞学的基盤に関しては，これまでの

ところ不明であった。その可能性に関してはこれまで大きく分けて 2 つが提唱されている。

lつは新たに軸索の伸展が生じ，そのために神経回路の変更が生じる。また元々神経団路形成は冗長性を持っていて

余計な投射が初期には形成され，後に消去されることが知られている。そこで2つめに考えられる可能性として消去の

過程が間害され，結果として軸索の伸展が生じたように見えるということが考えられる。

本論文は脳損傷後に見られるようになる交差性大脳-赤核投射に関して軸索の詳細な形態の観察をおこない，幼弱な

動物に於て脳損傷の後にそれまで存在した交差性線維に軸索の発芽が著しく生じていること，またその形成の細胞学的

な機構は正常な発達過程で発現しているものとかなり類似していることを示したものであり，学位論文として十分に価

値のあるものと認める。

- 163-




